
環境省 第８回

 インベストメント・チェーンにおける役割に応じて、優れた組織や先進
的な取組、他の模範となるような金融業界の取組

 環境関連の重要な機会とリスクを経営戦略に取り込み、企業価値
の向上にもつなげつつ、環境への正の効果を生み出している企業

金融と企業の優れた取組を評価・表彰します

表彰部門・主な対象者
 金融部門
• 投資家部門（アセットオーナー、アセットマネージャー）
• 間接金融部門（銀行、信用金庫、信用組合、農林系金融機関、リース会社、信用保証協会）
• 資金調達者部門（グリーンボンド・ローン等の発行体・借入人）
• 金融サービス部門（証券会社、保険会社、評価機関、情報サービス・インフラ提供者）

 環境サステナブル企業部門（上場企業、一定規模以上の非上場企業）

ESGファイナンス・
アワード・ジャパン

その取組が、次の挑戦を後押しする。

公募説明会 令和８年９月16日（水）10時～12時

公募期間 令和８年９月15日(火)～10月30日(金)

詳細は以下Webサイトから※

金融部門 環境サステナブル企業部門

お問合せ先：
事務局（三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社）
E-mail：esgf-award-esc@murc.jp
Tel：03-6733-3482（平日9:30～17:30）
環境省 大臣官房 環境経済課 環境金融推進室
Tel：03-5521-8240

選定委員長賞
（青山学院大学名誉教授/

東京都立大学特任教授 北川先生）

金 賞

銀 賞

区分 賞の種類

（※1）金、銀、銅賞には及ばないものの、企業規模や業種特性に照らして、先進的、特
徴的な取組を表彰

（※2）環境省が重視する３大テーマ（ネット・ゼロ、ネイチャーポジティブ、サーキュラーエコ
 ノミー）について、最も優れた取組を行っている企業・団体（該当あれば）を表彰

上記は、「簡易応募」からも表彰対象となります。賞の名称が変更になる可能性があります。

銅 賞

※公募開始に伴い、Webサイトが更新されます。

環境大臣賞

表彰体系

特別賞（※1）

テーマ別賞（※2）
（ネット・ゼロ、ネイチャーポジティブ、

サーキュラーエコノミー賞）



ESGファイナンス・アワード・ジャパン受賞のメリットに関するアンケート

あり

なし

(n=43)

(n=1)

 第６回・第７回の本アワード受賞者にアンケートを実施し、受賞のメリットについて様々な意見を頂戴しました。

２. 具体的なメリット（ｎ=43/複数選択可）

1. ESGファイナンス・アワード・ジャパンを受賞して、メリットを感じる
ことはありましたか？

3. 具体的なメリットの内容

• 受賞がサステナビリティファイナンスの実施につながった。
• サステナビリティ・リンク・ボンド発行時の営業活動に受賞実
績をアピール材料として活用し、資金調達に寄与した。

• 取引先への説明会等で、トピックスとして紹介でき、サステナ
ビリティレポートにも掲載できた。

• 最終審査の経営層インタビューが契機となり、経営層が自ら
の言葉でサステナビリティ経営を語る場面が増えた。

• 受賞を機に脱炭素コンサルティングへの社内関心が高まり、
営業部店で積極的な取組姿勢が見られるようになっている。

• 応募を通じ部門横断の連携が強化。受賞後は報道機関か
らの取材が増加し認知度向上に貢献した。

• 機関投資家やプライム上場企業から高評価を得た。
• 取組の社会的意義や先進性を社内外に示し、企業価値向
上と社内の士気向上の両方に寄与した。

• 名刺への受賞ロゴ掲載やIR資料等への受賞実績の掲載
等を通じ、サステナブルファイナンスの取組の認知向上に寄与。

• 受賞により取組が客観的に証明され、統合報告書等での
開示でステークホルダーからの信頼性が格段に向上した。
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